
尾道の歴史と遺跡シリーズ６







　尾道遺跡からは、たくさんの中世瓦が出土しています。瓦には、丸瓦と平瓦、鬼瓦などがあり、
特に屋根の軒先につく軒丸瓦、軒平瓦は時代によって、文様や制作技法が異なります。瓦を
見ることで、その建物の歴史を知ることができるのです。

瓦の文様
　尾道遺跡から出土している軒丸瓦の文様は「三巴文」です。三巴文は、鎌倉時代から江戸
時代にかけて使用された文様で、巴文の形などで制作された年代が分かります。
　それに対し、軒平瓦は丸い点が連続する「連珠文」、中心に蓮華その周りに唐草が描かれた
「蓮華唐草文」、中心に宝珠、周りに唐草が描かれた「宝珠唐草文」など、たくさんの種類が
あります。これらは、時代によって移り変わり、瓦の文様から年代を判別することもできます。
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